
観覧料
大人（高校生以上） 　　500円（400円）
小中学生・65歳以上　250円（200円）
＊�（　）内は20名以上の団体料金
＊�会期中、納経帳を提示されたお遍路さんは、
　通常料金の半額となります。
＊�他にお得な常設・特別展共通券もあります。

開館時間
9時～17時30分（入館は17時まで）

【国重要文化財】金銅五鈷鈴
附金銅五鈷杵・金銅金剛盤
西國寺蔵、鎌倉時代
村上宏治�撮影

四国霊場開創1200年記念

弘法大師
空海展

特
別
展

平成26年

４月26日土−６月８日日

平成26（2014）年は、弘法大師空
海が弘仁6（815）年に四国霊場を
開創してから1200年目とされる
年です。その記念として、空海ゆ
かりの寺院、博物館が所蔵する国
指定重要文化財の展示のほか、四
国に誕生した空海の生涯や、空海
が活躍した奈良・平安時代の伊予
の歴史を紹介します。
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飾って桃の節句をお祝いする様子からは、小さい頃か

ら身近な家事を教えようとする親の思いや当時の

人々の憧れもうかがい知ることができます。
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資料 水屋道具

　水屋道具は、大阪や京都を中心に西日本で雛道具の

一つとして飾られました。台所をミニチュア化した玩

具で、醤油樽、桶、ざる、片口、しゃもじ、包丁、たわしな

ど、台所に必要な道具が細かくつくられています。明

治時代の水屋道具には、中央に井戸、向かって左に水

屋、右にくどがあり、くどの上には神棚も見えます。昭

和初期の水屋道具に目を移してみると、井戸が蛇口へ

と代わり、右には茶箪笥が加わっています。

　お雛さまのお台所ともいえる水屋道具も、時代が下

るとともに井戸が水道の蛇口へと代わり、くどがガス

へと代わるなど、生活スタイルの変化や道具の進化の

過程を一目で見ることができます。またブリキの玩具

が普及すると、ブリキでできたキッチンや冷蔵庫・洗

濯機など、人々の憧れの台所道具が雛段に飾られる例

も見受けられます。雛道具は黒漆塗りに金蒔絵が施さ

れた箪笥や長持ち、御膳などのミニチュアをイメージ

しがちですが、雛道具として身近な水屋道具を一緒に

（１）年代：明治時代

　　　サイズ：高27.2cm

　　　所蔵：当館蔵

（２）年代：昭和初期

　　　サイズ：高25.8cm

　　　所蔵：個人蔵

年　代　　江戸時代

サイズ　　縦30.0㎝

所　蔵　　当館蔵

※本資料は４月２６日開幕の特別展「弘法大師空海展」にて展示予定です。

（専門学芸員　宇都宮美紀）
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Museum　Calendar　2014.4-6 ■休館日

【ホームページ】　http://www.i-rekihaku.jp
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企画展「おひなさま」
平成27年2月17日（火）～4月5日(日)

特別展「続・上黒岩岩陰遺跡とその時代－縄文時代早期の世界－」
平成26年10月11日（土）～12月7日(日)

特別展「忍たま乱太郎　忍者の世界－夏休みは歴博へ急げ！の段－」
平成26年7月12日（土）～9月15日(月・祝)

特別展「弘法大師空海展」
平成26年4月26日（土）～6月8日(日)

▲

「G.W.イベント」 平成26年5月3日（土）～5月6日（火）

▲

「夏休みイベント」 平成26年8月13日（水）～8月17日（日）

▲

「開館記念イベント」 平成26年11月16日（日）

▲

「新春イベント」 平成27年1月2日（金）～1月5日（月）

※都合により、行事や展示、日程などについては、変更・中止される場合がありますの
で、あらかじめご了承ください。
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新常設展

展示スケジュール　2014.4－2015.3
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※企画展・特別展の観覧料はその都度定めます。
※団体は20名以上です。
※テーマ展をご覧いただくには、常設展示観覧料が必要です。

ご利用案内
■開館時間　9:00～17:30（入館は17:00まで）
■休 館 日　月曜日（下記カレンダーをご参照ください）
■観 覧 料

団体（2割引）区分 一般

65歳以上 260円 210円

常設展
テーマ展

新常設展 観覧無料

小・中学生 無料 無料

大人（高校生以上） 510円 410円

1.会費をご持参の上、歴史文化博物館に直接お申込みください。
2.郵便振替払込取扱票に、名前・住所・電話番号・会員の種類を
　記入の上、郵便局で会費をお振り込みください。

   口座番号 01610-0-45873　愛媛県歴史文化博物館友の会
（ご入金を確認後、会員証を
 お送りいたします。）

友の会は、博物館を利用し、愛媛の歴史や民俗など
に親しみ、会員相互の親睦を深めることを目的とし
た会です。

●常設展・企画展・特別展を無料で観覧できます。
●「会報」や「歴博だより」などをご自宅にお届けします。
●友の会主催行事に参加できます。
　①研修旅行(年1回)　②現地学習会(年2回)
　③クラブ活動(民俗、土器ドキ、裂織、古文書、パソコン)
　④特別展解説会
●季節体験イベントの材料費が無料もしくは割引となります。
●博物館の刊行物が割安で購入できます。
※会員特典は、変更になる場合があります。予め、ご了承ください。 【お問い合わせ】 友の会事務局　電話（0894）-62-6222

会員特典

入会方法

【小中学生会員】500円
【高校生会員】1,000円
【大人会員】　3,000円
【家族会員】　4,000円
【賛助会員】 10,000円

年会費（4月～翌3月）

歴史文化博物館
友の会会員募集
歴史文化博物館
友の会会員募集
歴史文化博物館
友の会会員募集

【申込み方法】
電話（0894-62-6222）またはFAXのいずれかでお
申込みください。
※�FAX（0894-62-6161）でお申込みの方は下記の事
項を明記して、当博物館までお申込みください。
1.希望する講演会名　2.代表者のご住所・お名前・
年齢・3.一緒に受講する方のお名前・年齢　4.電話
番号及びFAX番号。先着順で定員まで受け付けます。

６月１日㈰ 13:30 ～ 15:00　多目的ホール
講師：大本　敬久（当館学芸員）　定員300名

  講演会

「弘法大師空海の時代
  ― 平安初期・伊予の光定と空海 ―」

第１回目 ５月11日㈰ 
「空海の史料を読む（詩文編）―性霊集―」
講師:大本敬久（当館学芸員）

第２回目 ５月17日㈯ 
「古代伊予の文字と文房具」
講師:亀井英希（当館学芸員）

第３回目 ５月25日㈰ 
「四国遍路と弘法大師空海」
講師:今村賢司（当館学芸員）

第４回目 ６月  ７日㈯ 
「瓦から見た古代の伊予」
講師:岸見泰宏氏（松山市教育委員会）

※�事前申込が必要です。詳しくは講座チラシ、ホーム
ページをご覧ください。

特別展関連講座
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